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舘
静
馬
委
員
（
自
民
）　

犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ

を
目
指
す
と
い
う
知
事
の
選
挙
公
約
を
果
た

す
た
め
に
も
、
犬
や
猫
を
保
護
す
る
た
め
の

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
設
置
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
。
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の

定
義
は
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
全
国
の
現
存
す

る
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
も
さ
ま
ざ
ま
な
状
況

で
あ
る
が
、
本
県
に
同
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
の
か
、
し
な
い
の
か
。

知
事　

動
物
愛
護
行
政
を
推
進
す
る
上
で
、

動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
の
問
題
点
や
他
の
自
治

体
が
設
置
し
た
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
課
題
な
ど
を
整
理
し
、
ま
ず
、
関
係
者
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
新
施
設
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
東
町
運
動
公
園
体
育
館
へ
の
財

政
支
援
、
世
界
湖
沼
会
議
開
催
に
向
け
た

霞
个
浦
の
浄
化
も
質
問
）

齋
藤
英
彰
委
員
（
民
進
）　

県
北
地
域
は
他

の
地
域
と
比
べ
て
、
公
共
交
通
に
関
す
る
改

善
の
歩
み
が
遅
い
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

今
後
、
ど
の
よ
う
に
県
北
地
域
に
お
け
る
公

共
交
通
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

知
事　

中
山
間
地
域
な
ど
の
交
通
空
白
地
域

で
は
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
自
家
用
有
償
運
送

な
ど
の
導
入
・
拡
充
」
、
路
線
バ
ス
が
あ
る

エ
リ
ア
で
は
「
運
行
ダ
イ
ヤ
の
充
実
な
ど
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
」
、
鉄
道
や
高

速
バ
ス
が
通
る
エ
リ
ア
で
は
「
そ
れ
ら
と
路

線
バ
ス
な
ど
と
の
乗
り
継
ぎ
の
円
滑
化
」
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
県
北
地
域
の

公
共
交
通
の
充
実
に
向
け
、
市
町
村
な
ど
と

連
携
し
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
国
道
六
号
の
大
和
田
拡
幅
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契

機
と
し
た
本
県
農
業
の
振
興
な
ど
も
質
問
）

江
尻
加
那
委
員
（
共
産
）　

豊
か
な
子
ど
も

の
生
活
の
場
で
あ
り
、
働
く
親
の
仕
事
と
子

育
て
を
支
え
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童

保
育
）
の
待
機
児
童
が
増
え
て
い
る
。
施
設

が
足
り
な
い
だ
け
で
な
く
、
大
規
模
施
設
の

分
割
や
小
規
模
施
設
へ
の
県
補
助
の
復
活
、

指
導
員
の
処
遇
改
善
な
ど
思
い
切
っ
た
支
援

拡
充
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
長　

現
在
、
待
機
児
童
は
五
百

五
十
六
人
に
増
え
て
い
る
。
県
独
自
の
調
査

に
よ
り
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
詳
細
な
状
況

把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
指
導
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
研
修
事
業
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

が
個
別
に
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
図
る
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
霞
个
浦
導
水
事
業
の
中
止
、
東

海
第
二
原
発
の
再
稼
働
問
題
な
ど
も
質
問
）

石
塚
仁
太
郎
委
員
（
自
民
）　

ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自
然
博
物
館
は
菅
生
沼
の

豊
か
な
自
然
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
施
設
で

あ
る
。
最
新
の
研
究
成
果
を
展
示
に
取
り
入

れ
る
な
ど
、
常
に
進
化
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
が
、
今
後
の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
と
情
報

発
信
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
機
器
を
用
い
た
展
示
情
報
の
提
供
が
で
き

る
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
学
校
教

育
と
の
連
携
強
化
や
海
外
博
物
館
と
の
積
極

的
な
交
流
を
図
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
魅
力

向
上
に
努
め
る
。
さ
ら
に
、
来
年
度
開
催
さ

れ
る
世
界
湖
沼
会
議
で
も
、
自
然
環
境
保
護

の
大
切
さ
と
併
せ
て
、
当
博
物
館
の
魅
力
を

世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
西
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
、

も
う
か
る
農
業
、
空
き
家
対
策
も
質
問
）

高
崎
進
委
員
（
公
明
）　

少
人
数
学
級
と

テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ

た
本
県
独
自
の
少
人
数
教
育
を
、
小
学
校
全

学
年
と
中
学
校
一
・
二
年
生
で
実
施
し
て
い

る
が
、
中
学
校
三
年
生
お
よ
び
高
校
普
通
科

へ
の
拡
充
の
見
通
し
は
。

教
育
長　

少
人
数
教
育
は
、
学
力
や
生
徒
指

導
は
も
と
よ
り
学
校
教
育
全
体
の
質
の
向
上

を
図
る
上
で
有
効
な
手
法
と
認
識
し
て
お
り
、

来
年
度
の
中
学
校
三
年
生
へ
の
拡
充
に
向
け
、

準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
高
校
に
お
い

て
は
、
次
期
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
や
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
上
で
意
義

の
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
少
人

数
学
級
を
導
入
し
て
い
く
か
を
十
分
検
討
し
、

実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
地
方
創
生
の
推
進
、
ジ
オ
パ
ー

ク
の
活
用
な
ど
も
質
問
）

臼
井
平
八
郎
委
員
（
自
県
ク
）　

国
内
市
場

の
縮
小
が
避
け
ら
れ
な
い
中
、
県
内
事
業
者

が
、
特
に
中
国
市
場
に
積
極
的
に
挑
戦
で
き

る
よ
う
、
上
海
事
務
所
の
組
織
体
制
を
強
化

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

中
国
は
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
面
に
お
い

て
重
要
な
相
手
国
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

関
連
の
重
要
性
の
高
ま
り
か
ら
、
平
成
三
十

年
度
よ
り
自
治
体
国
際
化
協
会
の
北
京
事
務

所
へ
本
県
職
員
を
派
遣
し
、
調
査
や
情
報
収

集
な
ど
を
連
携
し
て
行
う
。
中
国
を
含
む
ア

ジ
ア
諸
国
は
大
き
な
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
、

総
合
的
な
海
外
戦
略
を
見
直
し
て
い
く
中
で
、

県
内
企
業
の
積
極
的
な
海
外
進
出
を
後
押
し

で
き
る
よ
う
、
上
海
事
務
所
の
役
割
や
組
織

体
制
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
繊
維
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
産
業
支

援
拠
点
整
備
事
業
な
ど
も
質
問
）

鈴
木
亮
寛
委
員
（
自
民
）　

つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
混
雑
緩

和
や
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
、

　次回の、平成29年第4回定例会は、12月1日から21日
までの21日間の会期日程で開催される予定です。

車
両
の
八
両
化
と
み
ら
い
平
駅
へ
の
通
勤
快

速
列
車
の
停
車
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

車
両
の
八
両
化
に
つ
い
て
は
、
鉄
道

会
社
と
し
て
も
主
要
な
経
営
課
題
の
一
つ
と

し
て
認
識
し
て
い
る
。
通
勤
快
速
の
停
車
に

つ
い
て
は
、
駅
の
利
用
状
況
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
と
考
え
る
。
今
後
と
も
、
利
用
状
況
を

注
視
し
、
八
両
化
や
み
ら
い
平
駅
へ
の
通
勤

快
速
列
車
の
停
車
な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性

向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
関

係
自
治
体
と
連
携
し
、
鉄
道
会
社
に
お
い
て

適
切
な
対
応
が
さ
れ
る
よ
う
に
求
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
が
ん
対
策
の
推
進
、
若
者
の
就

労
支
援
と
雇
用
対
策
な
ど
も
質
問
）

◆
新
議
員

　
八
月
二
十
七
日
の
茨
城
県
議
会
議
員
常
総
市
選
挙
区
補
欠
選
挙
で

金
子
晃
久
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
八
月
三
十
日
付
で
農
林
水
産

委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
員
辞
職

　
十
月
六
日
付
で
石
田
進
議
員
（
神
栖
市
選
出
）
が
、
三
十
日
付
で
桜
井
富
夫
議
員
（
石
岡
市
選

出
）
が
辞
職
さ
れ
ま
し
た
。

◆
新
人
事

　
十
月
六
日
付
で
情
報
委
員
会
委
員
長
に
萩
原
勇
議
員
が
指
名
さ
れ
、
決
算
特
別
委
員
会
委
員
に

舘
静
馬
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
人
事

予 算 特 別 委 員 会

舘た
ち　

　
　

静し
ず
ま馬

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

齋さ
い
と
う藤　

　

英ひ
で
あ
き彰

（
民　
　

進　
　

党
）

江え
じ
り尻　

　

加か

な那
（
日
本
共
産
党
）

石い
し
つ
か塚　

仁じ
ん
た
ろ
う

太
郎
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

高た
か
さ
き崎　

　
　

進
す
す
む

（
公　
　

明　
　

党
）

臼う
す
い井　

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

鈴す
ず
き木　

　

亮
り
ょ
う
か
ん寛

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

月日 曜 議 事 予 定

12 . 1 金 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

2 土
3 日
4 月 休会（議案調査）
5 火 休会（議案調査）

6 水 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

7 木 本会議（一般質問・質疑）
8 金 本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）
9 土
10 日
11 月 休会（委員会審査準備）
12 火 休会（常任委員会）
13 水 休会（常任委員会）

14 木
議会運営委員会
本会議（予算関係議案常任委員長報告、
予算関係議案予算特別委員会再付託）

15 金 休会（環境保全対策調査特別委員会）
16 土
17 日
18 月 休会（決算特別委員会）
19 火 休会（予算特別委員会）
20 水 休会（国体・障害者スポーツ大会推進調査特別委員会）

21 木 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）

予 算 特 別 委 員 会

お知らせ　
本
県
で
は
、
会
派
お
よ
び
議
員
の
調
査
研
究
な
ど
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、
政
務
活
動
費
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
政
務
活
動
実
施
成

果
報
告
書
を
公
表
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/gikai/seikatu/seika.htm

お
問
い
合
わ
せ
先
　
県
議
会
事
務
局
総
務
課
　
電
話
：
〇
二
九
（
三
〇
一
）
五
六
一
三

政
務
活
動
の
成
果
を
公
表
し
ま
し
た　


